


 
 
歳入の根幹となる市税収入は、不振が続く地場産業

の影響を受け、前年度（平成16年度）のほぼ横ばいで、
依然として厳しい状況でした。また、国からの補助金
を減らす代わりに税源を地方に移譲し、さらに地方交
付税も見直しするという「三位一体改革」の推進で、
今後も、より一層厳しい状況となることが予測されま
す。 
こうした状況を踏まえ、適切な行政経費の遂行を目

指し、最小の経費で最大の効果が得られるよう、行財
政運営に努めています。 
平成17年度の一般会計予算は、　3　月末現在で、当初
予算に前年度からの繰越事業費と　6　回の補正を行った
結果、199億7,819万円となっています（表①参照）。 
平成17年度下半期は、泉小学校改築事業やバーデン

パークＳＯＧＩ建設事業などを行いました。 

 
 
特定の事業を行ったり、特定の収入を特定の支出に
充てたりするときは、一般会計と切り離して経理を行
います。これを特別会計といい、本市の場合　8　種類あ
ります（表①参照）。 
 
 
 
市の収入には、市税などのほか、学校・道路・公園・
下水道など、一時的に多額の支出を伴う建設事業の財
源として、長期借入金（市債）があります。市債は、
将来にわたって負担を残すことになりますが、世代間
の公平負担の原則を尊重しつつ、返済能力の範囲内で
運用しています（表②参照）。 
平成17年度は、泉小学校校舎改築事業やバーデンパ
ークＳＯＧＩ建設事業などで借り入れました。 
 
 
 
病院事業や水道事業などは、それぞれ一つの会社で
事業を行っていると見立て、独立して経理を行うのが
一般的です。これを企業会計といいます。 





市では、日本一の陶磁の街として、市民生活の身近なと
ころにユーモアあふれる作品を設置し、潤いと安らぎを感
じていただく目的で、第　4　回日本ユーモア陶彫展’06を開
催し、マケット（縮尺模型）による第一次審査が 5月23日
（火）にセラトピア土岐で行われました。 
作品のテーマは『大笑（おおわらい）』。 
全国公募で行われ、26都道府県の72人から80点の出品が

ありました。 
審査は、グラフィックデザイナーの福田繁雄審査委員長

ほか　4　人の審査委員によって行われ、本展に進出する20点
の陶彫展賞が選ばれました。また、マケット展入選には、
加藤保幸さん（下石町）ら18人が選ばれました。 
本展出品者は、10月18日までに陶磁製で最長部分が

80cmの大きな作品を製作します。この作品により審査を
行い、大賞をはじめとする賞を決定します。 
なお、本展は、10月22日（日）～11月　5　日（日）まで、
セラトピア土岐で開催されます。 

第
二
十
五
回
市
消
防
操
法
大
会

が
、
五
月
二
十
八
日
（
日
）
に
市

総
合
公
園
・
多
目
的
広
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

女
性
分
団
を
含
む
九
分
団
か
ら

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
二
十
一
チ

ー
ム
・
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
十
二

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
定
め
ら
れ
た

規
律
、
動
作
、
的
確
な
放
水
の
速

さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。 

各
分
団
の
皆
さ
ん
は
、
降
り
続

く
雨
の
た
め
、
練
習
場
所
に
も
苦

慮
し
な
が
ら
、
平
日
も
遅
く
ま
で

練
習
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を

発
揮
し
よ
う
と
、
迅
速
な
動
作
で

ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
な
ど
の
操
作
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

な
お
、
部
門
別
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

▽
優
　
勝
＝
土
岐
津
分
団 

▽
準
優
勝
＝
曽
木
分
団 

▽
三
　
位
＝
下
石
分
団 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

▽
優
　
勝
＝
下
石
分
団 

▽
準
優
勝
＝
土
岐
津
分
団 

▽
三
　
位
＝
鶴
里
分
団 

 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

▽
土
岐
津
分
団
二
部
四
班 

▽
曽
木
分
団
　
二
部
一
班 

▽
曽
木
分
団
　
一
部
二
班 

▽
下
石
分
団
　
一
部
一
班 

▽
泉
分
団
　
　
一
部
二
班 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

▽
土
岐
津
分
団
二
部
三
班 

▽
下
石
分
団
　
二
部
三
班 

▽
鶴
里
分
団
　
二
部
一
班 

 

▽
き
き
ょ
う
分
団 

▽
音
楽
隊 

審査の様子 



詳
し
く
は
、介
護
保
険
係（
内
線

1
5
7
・
1
5
8
）へ
ど
う
ぞ
。 

減
額
の
内
容
と
対
象
要
件
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。 

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
介
護

保
険
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
減
額
の
内
容 

介
護
保
険
の
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の
利
用
者
負
担
額

を
３
％
（
通
常
は
10
％
）
に
減
額 

■
減
額
の
期
間 

七
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
六
月

三
十
日 

■
対
象
と
な
る
方 

世
帯
の
生
計
中
心
者
が
、
所
得

税
非
課
税
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方 

①
六
十
五
歳
到
達
前
の
一
年
間
に
、

障
害
者
福
祉
制
度
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
利
用
し
て
お
り
、
六

十
五
歳
に
到
達
し
、
介
護
保
険

の
対
象
者
（
要
介
護
・
要
支
援
）

と
な
っ
た
方 

②
特
定
疾
患
か
ら
生
じ
た
身
体
上
・

精
神
上
の
障
害
が
原
因
で
、
要

介
護
・
要
支
援
状
態
と
な
っ
た

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

方 

③
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
障

害
者
福
祉
制
度
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
利
用
し
て
お
り
、
四
月

一
日
以
降
で
六
十
五
歳
に
到
達

し
た
方 

   

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
利
用
者

負
担
減
免
措
置
実
施
事
業
所
（
市

内
で
は
、
と
き
陶
生
苑
・
市
社
会

福
祉
協
議
会
）
が
行
う
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の

利
用
者
負
担
額
の
四
分
の
一
（
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
二
分
の
一
）

を
減
額
し
ま
す
。 

■
対
象
と
な
る
方 

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

た
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

①
非
課
税
収
入
お
よ
び
仕
送
り
な

ど
を
含
む
年
間
収
入
が
、
単
身

世
帯
で
百
五
十
万
円
（
世
帯
員

が
一
人
増
す
毎
に
五
十
万
円
加

算
し
た
額
）
以
下
で
あ
る
こ
と 

②
有
価
証
券
お
よ
び
預
貯
金
な
ど

の
合
計
額
が
、
単
身
世
帯
で
三

百
五
十
万
円
（
世
帯
員
一
人
増

す
毎
に
百
万
円
加
算
し
た
額
）

以
下
で
あ
る
こ
と 

③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ

と 

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と 

   

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ず
、

在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
対
し
て
「
家
族
介
護
慰
労
金
」

を
支
給
し
ま
す
。 

支
給
額
は
十
万
円
で
す
。 

■
対
象
と
な
る
方 

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

高
齢
者
と
同
居
し
、
現
に
介
護
し

て
い
る
方 

①
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯 

②
要
介
護
4
ま
た
は
、
5
に
認
定

さ
れ
て
い
る
期
間
が
、
一
年
以

上
あ
る
在
宅
の
高
齢
者
（
三
カ

月
以
上
の
入
院
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
入
院
期
間
を
除
外
す
る
） 

③
　
②
の
期
間
中
に
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
か
っ
た

（
一
週
間
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
除
く
）
在
宅
の
高
齢
者 

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
場

合
は
、
認
定
（
要
介
護
4
ま
た
は

5
）
を
受
け
て
か
ら
の
一
年
間
が

条
件
対
象
の
期
間
と
な
り
ま
す
。 金山富士子さん 大杉春樹さん 



四
月
二
十
九
日
・
三
十
日
・
五

月
三
日
に
、
市
総
合
公
園
ほ
か
で

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
、

次
の
通
り
で
す
。
〈
敬
称
略
〉 

■
野
球
Ａ 

①
泉
町
　
②
肥
田
町
　
③
土
岐
津

町
、
妻
木
町 

■
野
球
Ｂ 

①
泉
町
　
②
土
岐
津
町
　
③
駄
知

町
、
下
石
町 

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

①
下
石
町
　
②
肥
田
町 

■
サ
ッ
カ
ー
Ａ 

①
下
石
町
　
②
土
岐
津
町
　
③
泉

町 ■
サ
ッ
カ
ー
Ｂ 

①
泉
町
１
　
②
泉
町
２
　
③
下
石

町 ■
剣
道
団
体
（
小
学
校
） 

①
土
岐
津
町
　
②
創
武
館 

■
剣
道
個
人 

▽
小
学
三
年
生
以
下
＝
①
加
藤
和

真（
創
武
館
）
　
②
平
手
朝
日
　

（
土
岐
津
町
）
　
③
林
佑
馬（
同
）

▽
小
学
四
年
生
＝
①
北
澤
伸
悟
　

（
土
岐
津
町
）
　
②
小
島
久
典
　

（
同
）
　
③
各
務
修
平（
同
）
　

▽
小
学
五
・
六
年
生
＝
①
加
藤
貴

裕（
土
岐
津
町
）
　
②
古
田
将
也

（
創
武
館
）
　
③
佐
橋
あ
ゆ
み
　

（
同
）
　
▽
中
学
生
＝
①
水
野
恵

太（
土
岐
津
町
）
　
②
北
澤
良
和

（
同
）
　
③
横
家
吉
祥（
同
） 

■
空
手
組
手 

▽
小
学
一
・
二
年
生
＝
①
土
本
直

哉（
土
岐
津
町
）
　
②
野
田
悠
斗

（
同
）
　
③
藤
田
隆
晟（
同
）
　

▽
小
学
三
・
四
年
生
＝
①
高
木
慧

士（
御
嵩
町
）
　
②
安
西
良
太
　

（
同
）
　
③
中
山
文
太（
土
岐
津

町
）　
▽
小
学
五
・
六
年
生
女
子
＝

①
山
本
あ
お
い（
御
嵩
町
）
　
②

平
井
香
菜
子（
同
）
　
③
池
田
安

梨
沙（
土
岐
津
町
）　
▽
小
学
五
・

六
年
生
男
子
＝
①
牧
田
飛
翔（
御

嵩
町
）　
②
宮
本
光（
土
岐
津
町
）

③
土
屋
政
人（
同
）
　
▽
中
学
生

女
子
＝
①
佐
藤
晴
香（
土
岐
津
町
）

②
山
森
さ
つ
き（
御
嵩
町
）
　
③

吉
田
知
世（
同
）　
▽
中
学
生
男
子
＝

①
加
藤
一
秀（
土
岐
津
町
）
　
②

山
森
大
路（
御
嵩
町
）
　
③
原
田

凌（
土
岐
津
町
） 

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

な
ど
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
内
線
２
７
７
）
へ
ど
う
ぞ
。 

五
月
十
四
日（
日
）、
第
五
十
二

回
市
民
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
、
市
内
各
地
の
会
場
を
舞
台
に
、

約
千
六
百
人
の
選
手
が
参
加
し
、

二
十
一
の
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
（
陸
上
競
技
は
、

活
動
セ
ン
タ
ー
競
技
場
の
改
装
に

と
も
な
い
、
六
月
四
日（
日
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
）
。 

市
民
総
合
体
育
大
会
の
総
合
成

績
は
、
昨
年
夏
の
水
泳
・
カ
ヌ
ー

競
技
、
冬
の
ス
キ
ー
競
技
、
五
月

十
四
日
に
行
わ
れ
た
二
十
一
競
技

と
六
月
四
日
に
行
わ
れ
た
陸
上
競

技
の
順
位
に
よ
る
得
点
の
合
計
で

決
ま
り
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
剣
道
・

柔
道
な
ど
十
一
競
技
で
優
勝
し
た

泉
町
が
、
二
十
年
連
続
、
二
十
九

回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

  ①
泉
町
（
一
〇
五
・
五
点
） 

②
土
岐
津
町
（
八
一
・
五
点
）※ 

③
駄
知
町
（
八
一
・
五
点
）※ 

④
肥
田
町
（
六
〇
・
〇
点
） 

⑤
妻
木
町
（
五
九
・
五
点
） 

⑥
下
石
町
（
五
八
・
五
点
） 

⑦
鶴
里
町
（
二
〇
・
五
点
） 

⑧
曽
木
町
（
一
四
・
〇
点
） 

※
規
定
に
よ
り
、
土
岐
津
町
が
二
位 

 

　 大
会
前
日
の
十
三
日
、
セ
ラ
ト

ピ
ア
土
岐
で
行
わ
れ
た
総
合
開
会

式
で
は
、
体
育
功
労
賞
な
ど
の
表

彰
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
〈
敬
称
略
〉 

■
体
育
功
労
賞 

小
椋
真
（
陸
上
競
技
協
会
・
土
岐

津
町
）、
林
孝
一
（
ス
ケ
ー
ト
協

会
・
同
）、
水
野
義
信
（
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
肥
田
町
） 

■
体
協
感
謝
状 

吉
川
和
度（
妻
木
体
協
・
妻
木
町
） 

■
特
別
優
秀
選
手
（
チ
ー
ム
）
賞 

加
藤
寿
美（
体
操
協
会
・
多
治
見
市
） 

■
優
秀
選
手
（
チ
ー
ム
）
賞 

中
垣
博
之
（
陸
上
競
技
協
会
・
鶴

里
町
）、
宮
本
斉
浩
（
同
・
泉
町
）、

野
久
清
彦
（
同
・
瑞
浪
市
）、
長

江
政
和
（
弓
道
協
会
・
妻
木
町
）、

安
藤
敏
洋
（
同
・
土
岐
津
町
）、

藤
田
敦
（
同
・
駄
知
町
）、
武
島

あ
い
（
水
泳
協
会
・
泉
町
）、
村

瀬
純
子
（
同
）、
林
伸
和
（
同
・

駄
知
町
）、
土
岐
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団 



「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
企
業
の
経
営
戦
略

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｅ（
ゼ

ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）

社
が
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り

業
績
を
高
め
た
こ
と
か
ら
有
名

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

Ｇ
Ｅ
は
、
そ
の
市
場
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
事
業
以
外
は
高
い

利
益
を
出
せ
な
い
と
し
て
、
撤

退
や
他
社
へ
の
売
却
を
進
め
、

経
営
資
源
を
選
択
し
た
主
力
事

業
部
門
に
集
中
投
資
し
て
、
本

業
回
帰
を
推
進
し
成
功
し
た
と

い
わ
れ
ま
す
。 

バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
、
有
力

企
業
の
中
に
多
角
化
を
進
め
本

業
と
全
く
関
係
の
な
い
分
野
に

参
入
し
、
全
体
の
経
営
効
率
を

低
下
さ
せ
る
弊
害
が
発
生
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

「
本
業
回
帰
」
と
い
い
ま
す

か
、
得
意
と
す
る
分
野
を
深
め
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が

問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

バ
ブ
ル
経
済
時
代
に
は
、
右
肩

上
が
り
で
、
効
率
と
い
う
よ
り
も

持
て
る
資
源
を
大
量
に
、
全
方
位

に
投
下
し
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
最
近
の
厳
し
い
財
政

事
情
の
下
で
は
、
い
か
に
効
果
的

に
限
ら
れ
た
資
源
を
生
か
す
か
が

問
題
で
あ
り
ま
す
。 

「
選
択
と
集
中
」
を
経
営
戦
略

と
し
て
、
企
業
な
ら
得
意
と
す
る

分
野
を
、
行
政
で
は
優
先
順
位
の

高
い
事
業
分
野
を
絞
り
込
み
、
そ

の
事
業
を
集
中
的
に
強
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
住
み
良
い
街
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。 

第
五
次
土
岐
市
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
に
当
た
り
、過
去
、四
次
に

わ
た
る
総
合
計
画
で
、
予
定
い
た

し
ま
し
た
各
種
事
業
も
、
市
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
お

お
む
ね
順
調
に
実
現
で
き
ま
し
た
。 

美
濃
焼
単
一
産
業
か
ら
、
若
人

の
雇
用
確
保
と
拡
大
を
目
指
し
て

産
業
構
造
の
高
度
複
合
化
を
求
め

て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
企
業
誘

致
も
、
泉
町
北
部
、
下
石
町
西
山
、

鶴
里
町
西
ノ
平
の
各
工
業
団
地
に

順
調
に
企
業
が
進
出
し
、
先
進
的

な
分
野
で
順
調
な
事
業
活
動
を
展

開
さ
れ
、
そ
の
工
業
製
品
出
荷
額

は
、
市
全
体
の
三
分
の
一
を
越
す

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
昨
年
の
東
海
環
状
自

動
車
道
の
開
通
に
よ
り
市
内
に
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

二
カ
所
と
な
り
、
高
速
交
通
体
系

の
重
要
な
結
節
点
と
な
り
、
本
市

の
交
通
利
便
性
は
、
飛
躍
的
に
充

実
向
上
し
ま
し
た
。
こ
こ
一
、
二

年
の
間
に
さ
ら
な
る
本
格
的
な
企

業
進
出
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
お

り
、
今
か
ら
優
秀
な
人
材
確
保
の

体
制
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
で
は
今
日
ま
で
に
、
社
会

生
活
の
根
幹
で
あ
る
上
・
下
水
道

に
つ
い
て
、
既
に
上
水
道
は
、
全

市
給
水
体
制
が
整
っ
て
お
り
ま
す

し
、
下
水
道
も
ほ
か
に
先
駆
け
て

高
度
処
理
対
策
に
取
り
組
み
全
市

水
洗
化
の
め
ど
も
立
ち
ま
し
た
。 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
施
設
と

体
制
の
整
備
、
教
育
・
文
化
・
環

境
・
産
業
振
興
の
施
設
整
備
、
土

岐
川
の
抜
本
改
修
や
消
防
・
防
災

体
制
の
整
備
、
土
岐
市
駅
を
は
じ

め
各
種
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
実

現
と
濃
南
地
区
の
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
の
健
康
と
美
容
の
殿
堂

「
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
も

完
成
し
、
連
日
多
く
の
皆
さ
ん
で

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
の
最
大
の
課
題
は
、
遅
れ

て
お
り
ま
す
土
岐
市
駅
周
辺
な
ど

既
成
の
中
心
市
街
地
の
再
生
事
業

で
あ
り
ま
す
。 

本
市
の
玄
関
で
あ
り
、
顔
で
あ

り
ま
す
土
岐
市
駅
周
辺
の
再
生
活

性
化
は
、
今
後
の
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
極
め
て
大
き

な
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

「
環
境
負
荷
の
少
な
い
街
づ
く

り
」
と
し
て
中
心
市
街
地
の
有
効

な
土
地
利
用
に
よ
り
、「
歩
い
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」、「
人
が

集
ま
り
や
す
い
社
会
教
育
や
子

育
て
支
援
・
福
祉
の
複
合
施
設

の
構
築
」な
ど
、「
選
択
と
集
中
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
遅
れ
を
む

し
ろ
「
バ
ネ
」
と
し
て
、
理
想

的
な
住
み
良
い
街
づ
く
り
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通

に
よ
り
企
業
誘
致
は
確
実
に
進

む
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
し
、

来
場
者
が
年
間
四
百
五
十
万
人

の
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
、
百
万
人
を
超
え
る
道

の
駅
「
ど
ん
ぶ
り
会
館
」
・
「
志

野
・
織
部
」
、
約
二
十
万
人
の

「
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」

や
、
国
指
定
史
跡
「
元
屋
敷
陶

器
窯
跡
」
な
ど
、
国
内
観
光
の

拠
点
づ
く
り
も
整
っ
て
ま
い
り

ま
す
中
で
、
本
格
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
も
具
体
的
に
動
き
出

し
て
お
り
ま
す
。 

土
岐
市
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
再
生
事
業
を
、
新
し
い
時
代

の
「
土
岐
市
の
顔
」
と
し
て
魅

力
あ
る
も
の
に
で
き
ま
す
よ
う
、

地
権
者
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
市

民
各
位
の
積
極
的
な
ご
理
解
と

ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 



祖国への愛、恋人への思いを胸に抱きつつ、遠くシベリア 
の大地に眠る若き日本の貴公子の物語 





◆日時　　7　月11日（火）・12日（水）、
午前　9　時30分～午後　5　時 
◆場所　セラトピア土岐 
◆定員　100人（先着順） 
◆受講料　9,470円（テキスト代含む。
会員は、テキスト代のうち 500円を補
助） 
◆締め切り　　7　月　5　日（水） 
申し込みなど詳しくは、東濃産業労

働協会へどうぞ。 
 
 
 
 
国土交通省中部地方整備局では、道路、

河川、港湾、空港、まちづくりなどに
ついて、地域の皆さんと行政の相互理
解を深めるとともに、今後の地域のあ
り方について、対話を行うことを目的
としたモニターを募集しています。 
◆内容　　中部地方整備局が行うアン
ケートの回答　　行政全般に対する提
言・提案（随時）　　モニター会議お
よび現場見学会への参加　など 
◆資格　県内にお住まいの16歳以上の
方で、無償で協力していただける方 
◆任期　　8　月下旬（予定）～平成19年
　3　月31日 
◆締め切り　　7　月21日（金） 
申し込みなど詳しくは、中部地方整

備局企画課（　052-953-8127）へ。 

◆期間　　8　月20日（日）～25日（金） 
◆場所　広島県佐伯郡沖美町　大黒神島 
◆対象　小学　4　年生～　6　年生 
◆定員　40人（先着順） 
◆参加費　新大阪出発　44,000円 
◆締め切り　　8　月10日（木） 
申し込みなど詳しくは、（財）国際

青少年研修協会（　03-3359-8421）へ。 
 
 
 
 
応募資格者は、平成19年　4　月　1　日現
在（ただし、　2　等陸海空士（男子）18
年10月入隊は、平成18年10月　1　日現在）
で、日本国籍を有し、下表の各区分に
該当する方。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受付期間　　一般曹候補学生、曹候
補士、航空学生＝　8　月　1　日～　9　月　8　日
　　2　等陸海空士（男子）18年10月入隊＝
　7　月上旬～　9　月下旬　　　2　等陸海空士
（男子）19年　3　・　4　月入隊＝　8　月　1　日～
　9　月17日　　　2　等陸海空士（女子）＝
　8　月　1　日～　9　月　8　日　　看護学生、防
衛医科大学校学生、防衛大学校学生＝
　9　月　8　日～29日 
詳しくは、自衛隊恵那募集事務所へ。 

不幸にして一家の働き手（父・母）
が、自動車事故で亡くなったり、重度
の後遺障害が残った場合に、一定の要
件に該当するご家庭の赤ちゃんから中
学生までのお子さんを対象に、無利子
で育成資金をお貸しします。 
◆貸付金　　一時金＝155,000円　　
月額＝20,000円　　小・中学校入学時
支度金＝44,000円 
◆返還方法　中学校卒業後、　1　年を

経過してから20年以内に返還（割賦返済）。 
ただし、高校や大学などへの進学者は、
在学期間中の返還が猶予され、卒業後
　6　カ月を経過してから返還を開始。 
申し込みなど詳しくは、独立行政法
人自動車事故対策機構岐阜支所（　 
058-263-5128）へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
本紙　5　月15日号でお知らせしました

通り、水道課では、毎年検定期限（有
効期限）が近づいた量水器の取り替え
工事を実施しています。本年度も第　2　
期分の工事を次の通り実施します。 
取り替え工事は、市指定工事店が施
工しますが、皆さんの敷地内での施工
となりますのでご協力をお願いします。 
なお、量水器取り替え月に限り、施
工業者が検針し、「お知らせ票」をお
届けしますので、検針人による検針は
ありません。 
◆実施日程　　7　月　1　日～15日 
◆対象地区　下石町、妻木町、鶴里町、
駄知町 
◆施工業者　　下石地区＝土屋鉄工所
（　○57　6540）　　妻木・鶴里地区＝管
工事組合（　○55　5327）　　妻木・駄知
地区＝徳田鉄工（　○57　8911） 
詳しくは、水道課業務係へどうぞ。 

 



◆講習期間　　7　月18日（火）～28日（金）
までの間の　8　日間 
◆場所　多治見市高齢者能力開発研修
センター 
◆対象　健康で働く意欲のある60歳代
前半層の方 
◆定員　12人程度（応募者多数時は、
抽選。選外の通知はしません） 
◆受講費　無料（テキスト代有料） 
◆締め切り　　6　月28日（水）消印有効 
◆申し込み　福祉課、各支所または、
市シルバー人材センターに備え付けの
パンフレットの申込書に必要事項を記
入の上、県シルバー人材センター連合
会へ郵送してください。 
詳しくは、市シルバー人材センター

（　○57 3810）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　　7　月20日（木）・21日（金）・26
日（水）午前　9　時～午後　5　時 
◆場所　　20日・21日＝セラトピア土
岐　　26日＝岐阜県福祉・農業会館 
◆対象　ボイラー取り扱い経験や、年
齢・男女を問いません。 
◆定員　80人（先着順） 
◆受講料　12,500円（テキスト代は別） 
◆テキスト代　2,200円（当支部会員は、
700円を割引） 
申し込みなど詳しくは、（社）日本

ボイラ協会岐阜支部（　058-265-1943）
へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　　7　月20日（木）午後　1　時30分～ 
　3　時30分 
◆場所　瑞浪共同福祉施設 
◆定員　50人（先着順） 
◆締め切り　　7　月14日（金） 
申し込みなど詳しくは、東濃保健所・
生活衛生課（　○23　1111・内線357）へ。 

この事業は、県内の児童養護施設で
生活していて、夏期などの帰省時に帰
省する家庭のない児童や、家庭の事情
で帰省できない児童を　3　日間預かって
いただき、児童に温かい家庭の雰囲気
を体験させる事業です。 
◆期間　　8　月　5　日（土）～　7　日（月） 
◆申し込み　児童課に備え付けの申込
用紙に必要事項を記入の上、　6　月29日
（木）～　7　月　7　日（金）にお申し込みく
ださい。 
◆その他　里親をお願いする方には、
　7　月26日（水）までに「児童委託通知
書」を送付します。 
詳しくは同課、または東濃子ども相

談センター（　○23 1111）へどうぞ。 
 
 
 
 

◆期間　10月　1　日（日）～平成19年　3　月
31日（土） 
◆場所　多治見市学習館 
◆出願期間　　6　月15日（木）～　7　月30日
（日） 
◆対象　　選科・科目履修生＝15歳以
上の方　　全科履修生＝18歳以上の大
学入学資格をお持ちの方 
◆科目　心理学・歴史・外国語・文化・
科学・教育・社会・経済など約 100科目 
◆入学料・受講料 

 

 

 

 

 

 

 

 
※入学料は、入学者が20人以上の場合
です。 
申し込みなど詳しくは、多治見市学

習館へどうぞ。 

出会いを求める男女の野外ふれあい
パーティーの参加者を募集します。 
◆日時　　8　月　6　日（日）午前10時～午
後　3　時 
◆場所　パサージュ（瑞浪市日吉町） 
◆資格　20歳以上の男女 
◆定員　各20人（応募者多数時は抽選） 
◆参加費　男性　3,000円、女性　2,000
円（後日振り込み） 
◆内容　野外バーベキュー 
◆応募方法　電話（内線273）または、
官製はがきに、住所・氏名（フリガナ）・
年齢・性別・職業・電話番号・趣味を
記入の上、生涯学習課ふれあいパーティー
係（〒509-5192　土岐津町土岐口2101） 
へお申し込みください。 
◆締め切り　　7　月14日（金） 
詳しくは、市青年団体協議会・土本

ゆみさん（　○55 1903）または、生涯学
習課（内線273）へどうぞ。 
 
 
 
 

◆テーマ　「日本の四季をたのしむ」
（四季の食卓を通して日本を見つめ直す） 
◆部門　　「朝をたのしむ」＝一日の
始まりとなる朝ごはんをたのしむ四季
のテーブル　　「お茶をたのしむ」＝
お茶とともに語らいをたのしむ四季の
テーブル　　「夕げをたのしむ」＝家
族が集って夕食をたのしむ四季のテー
ブル 
※家族、友人などをもてなす春夏秋冬
の　1　シーンを食卓に表現してください。 
◆応募資格　年齢、職業、国籍、性別
不問。 
◆審査方法　部門ごとに第　1　次審査
（写真審査）と最終審査（実物審査）
を実施。 
◆応募締め切り　　8　月31日（木）※当
日消印有効 
申し込みなど詳しくは、国際陶磁器

フェスティバル美濃実行委員会（　 
○28 3200）へどうぞ。 



妊婦さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
妊婦さん 
 
 
 
生後　1　～　4　カ月のお子さんとお母さん 
 
平成18年　3　月16日～31日生まれ 

平成18年　4　月　1　日～15日生まれ  
 
 
40歳以上の方 

昭和11・16・21・26・31・36・
41年の　4　月　2　日から翌年　4　月　1　
日の間に生まれた方で、希望者
には、肝炎ウイルス検査も実施  
16歳以上69歳以下の方 

65歳以上は、60～64歳の間に献
血経験のある方 

毎週木曜日 
　7　月11日（火） 

　7　月18日（火）  

　7　月　4　日（火）  
　7　月25日（火） 
　7　月14日（金） 

　7　月21日（金）  

　7　月　3　日（月） 
 
　7　月10日（月） 

　7　月　4　日（火） 
 
　7　月25日（火） 

　7　月13日（木）  

　7　月20日（木） 
 
 
　7　月13日（木） 
 
　7　月10日（月） 

　7　月28日（金） 

 
　7　月　7　日（金） 
 
　7　月31日（月） 

 
鶴里公民館  
 
 
曽木公民館 

 
 

　7　月　5　日（水） 　 
 

高砂工業㈱ 
三洋陶器㈱ 
山津製陶㈱ 
三起屋 

　1　日～15日生まれ 

16日～28日生まれ  
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
該当児には、視聴覚検
査票を郵送する際に健
診日を通知 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
下石・妻木・鶴里  
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 

平成18年 
　2　月生まれ  

平成16年 
12月生まれ  

平成15年 
　6　月生まれ 
 
平成16年 
　6　月生まれ 

平成14年  
　6　月・12月生まれ 
平成15年 
12月生まれ 

午前　9　時～11時30分 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
午前　9　時30分～10時30分 
 

午後　1　時～　4　時  
午前　9　時30分～ 

午後　0　時30分 
 
午後　1　時15分～　3　時 
 
 
午後　1　時30分～50分 
 
 
 
 
午前　9　時～10時30分 
 
 
午後　1　時～　2　時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時～　2　時 
午後　3　時～　4　時 
午前10時～午後　4　時 

 
 
 
 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保健センター 
 

持ち物：妊娠届出書 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票  
持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票（　1　歳　6　カ

月児健診と　3　歳児
健診のみ必要） 

　　　　歯ブラシ（　2　歳児
歯科健診のみ必要） 

※ご希望によりフッ化物塗
布を行います。 
料　金：500円 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　歯ブラシ 
料　金：500円 
持ち物：　1　科　母子健康手帳、 
歯ブラシ　　2　科　母子健康手帳、 
体操のできる服装 
※　2　日前までに申し込み 
持ち物：母子健康手帳、タ
オル、水分補給のお茶など 
※　2　日前までに申し込み 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　予診票  
 
 
血圧測定、尿検査、心電図、
血液検査などを行います。 
午前に受診の方は朝食を、
午後に受診の方は昼食を取
らずにお出掛けください。 
料　金：1,000円 
 

持ち物：献血手帳 

※生後　6　カ月未満でBCGワクチンを接種していないお子さんも含みます。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

診療科　内科・小児科 
場　所　駄知町1272－　5　（駄知診療所隣　　○59　1500） 
急病の際の医院照会は、救急医療情報センター（　○55　3799）へ 

　7　月の診療日：　2　日（日）・　9　日（日）・16日
（日）・17日（月・祝）・23日（日）・30日（日） 
診療時間：午前　9　時～午後　6　時 

（受付は、午後　5　時30分まで） 

  10日（月） 午後　1　時～　3　時40分  市役所　3　階・第　1　会議室   ※要予約 

  毎週火曜日 午後　1　時～　4　時 

  12、26日（水） 午後　1　時～　3　時 

  19日（水） 午後　1　時30分～　3　時 市役所　1　階・会議室　1　（税務課隣） 
   30分 
  毎週月・水・金 午前　8　時30分～午後 市役所　1　階・児童課（内線166）   曜日 　5　時15分 
  毎週月曜日 午前　9　時～正午 

  12日（水） 午前10時～午後　3　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 
   　5　時15分 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 ウエルフェア土岐、恵風荘、ひだまり 
   　5　時15分 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　3　時 教育相談室・浅野教室（　○55　8555） 
  11日（火） 午後　7　時～　9　時 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　5　時 ひ だ 保育園（　○55　0337）     つまぎ保育園（　○57　5377） 

　1　科 

　2　科 


